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あるサイトR0-0に着目して,大分配関数 Zf をzN-ZN-1Zf(N :サイ ト数 )で定義するo
ZN は全系,ZN_1はサイ トR.からf状態を除いた仮想系の大分配関数である｡ このように
考えると,1サイ ト系の形式論が適用可能となる1).
サイ ト内過程については,Non-Crossing近似 (NCA)を採用する.縮重度はn-2である
が,T之 TK では十分正確であるoサイ ト間過程については,サイ トRoと相互作用する実効サ
イ ト数 Z が1より十分大きいとして平均場近似を採用する｡ この近似の下では他のサイ トと
の相互作用はすべて有効混成強度






























混成強度Wo- poV2, (1)- 104K,ef- -1500K,行WO-500K)を採用したo近藤温度は
TK-D(nWo/D)1/aexp(Ef/nWo)
(a-2)で評価すると,約 16K である｡次に計算結果を示す｡
高温領域では,サイ ト間相互作用により, pf(e)の2つのピークは1サイ ト系あるいは
Grewe近似2)(サイ ト間の相関を自己無撞着に扱わない近似 )に比べて, 有効J準位のピー
クは減少,近藤共鳴ピークは増大する(図1)｡これはTK (1サイ ト系 )<TK(格子系 )を
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今後の課題として, TK よりも小さいコヒーレンス温度 Tc｡hがどのように現われるか縮重慶
を代えて,更に低温の計算を実行 して調べる必要がある｡
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重い電子系で観測されている非常に大きい電子比熱係数 γの起因にっいて,まだ意見は分か
れている｡意見の基本的な違いは,そもそもf電子は局在しているのかどうかにっいてである｡
高温での磁化率のCuris-Weiss的ふるまいが f電子の局在性を示すものかと考えられている
ようであるが, 必ずしもそうではない｡Curie-Weiss則は遍歴電子系についても,spinfluct-
uationや電子格子相互作用の機構から導かれるからである｡
一方,重い電子系の物質に対してバンド計算が数多く行われている｡その結果さま,当然3d
電子系よりはバンド幅はせまいが,しかしf電子が通常の遍歴電子であり得る可能性を示唆し
ている｡また最近,UI)t3等で f電子のフェルミ面がdHvA振動によって観測され,その結
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